
　２．分野別状況 （２）地域活性化総合特区 ⑥まちづくり分野（1/3）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
目標に向けた取組
の進捗

支援措置の活用と
地域独自の取組
の状況

取組全体にわた
る事業の進捗と
政策課題の解
決

4.1 4.5 3.4 4.3

進捗度
・各主体の参画
による活動の活

性化
108％

・新ビジネス創造
と地域経済の活

性化
102％

・AEMSを活用し
た環境配慮型都

市の確立
257％

・先進的・包括的
健康・介護サー
ビス体制の構築

91％

・虚弱予防活動
の展開
89％

規制の特例等
・訪問リハビリ
テーション事業

所整備推進事業

・歯科衛生士等
居宅療養管理指

導推進事業
等

財政支援等
・低炭素コンパク
トシティと災害時
スマートエネル
ギーシステムの

構築

地域独自の取組
・事業推進に向
けたプロジェクト
連携会議の開催

等

総合
評価

（ⅠとⅡとⅢ
を1：1：2の割
合で計算）

総合評価に係る専門家所見（主なもの）

・まちづくり分野に関わる「都市経営」「地域エネルギー」
分野（具体的事業でいえば、公民学連携、コミュニティビ
ジネス、新規事業創造など）は、熟度が向上し、十分な
進捗がある。多くの目標値もクリアされており、事業が
順調に進展しているものと思料する。

・特に公民学連携の成果が大きく進展し、住民の増加に
伴って、担い手や参加者の拡大、地域活動の増加につ
ながってきている点が評価できる。

・一方で、福祉事業所の撤退や歯科衛生士の不足など
の課題に対して引き続き対応が必要であると思われ
る。

・ＨＥＭＳの費用負担が利用者に移った後も運用が継続
されるよう、利用者に有効性を丁寧に説明するなど普及
に向けた努力が必要である。

柏の葉キャンパス「公民学
連携による自律した都市経
営」特区
（千葉県柏市）

総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（平成30年度）




